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山陰インド協会経済視察団 派遣概要

松江市として
６年ぶり5回目の訪印

ケララ州とMOU締結後、安倍首相（当
時）・モディ首相に報告（2015年）

▶ 日程 令和５年１０月２３日（月）～２９日（日）

▶ 場所 ニューデリー市 ナーグプル市
ケララ州・コチ市 トリヴァンドラム市

▶ 目的
インド・ケララ州とのコロナ禍後の経済連携推進に向けた協議・
意見交換
Ⅰ 環境・防災分野等でのビジネス展開
Ⅱ Ruby・ITを生かしたビジネス連携
Ⅲ その他産業分野等での連携
Ⅳ 産官学が一体となった人材受入
Ⅴ 経済連携覚書（2015締結）の巻き直し

▶ メンバー
松尾 山陰インド協会会長
上定市長（同協会顧問） ほか計１9名
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■在インド日本国大使館／JETROニューデリー

▶環境・防災分野など圏域で連携実績のある
産業分野における新たなビジネス展開
▶今後の経済連携・人材受入

松江市・圏域企業のインドでのビジネス展開に向けた意見交換

■Amit Kapoor（アミット・カプール） 氏 （ニューデリー市）

※モディ首相の経済政策ブレーン

▶圏域・インドの経済発展に資する連携

■マヒンドラ＆マヒンドラ社 （ナーグプル市）

※海外事業担当、人事担当役員

▶三菱マヒンドラ農機との連携による

圏域の経済発展

7月米国出張時に面会した
スタンフォード大学

R ダッシャー教授からの紹介

環境配慮型
トイレ導入 ▶
（大成工業）

A カプール氏 ▶

インド人
研修生 ▶
（三菱マヒン

ドラ農機）

（ニューデリー市）
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■ケララ州政府 （トリヴァンドラム市）

■印日商工会ケララ（INJACK） （コチ市）

▶コロナ禍後の経済連携

（経済連携覚書の巻き直し）

▶連携が期待される産業分野

▶圏域への期待・要望

経済連携覚書に基づく圏域・ケララ州の連携強化に向けた意見交換

■ケララ州立ITパーク （トリヴァンドラム市）

▶「MATSUE起業エコシステム」の海外ネットワーク創出

▶ITパーク内企業との「Ruby」を生かしたITビジネス連携

ケララ州

ニューデリー

ナーグプルP ラジーヴ 州政府産業・
法務・コイヤ大臣

マドゥ S ナヤル INJACK会長
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インドとの産業連携を

進めてまいります
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